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１．研究計画の概要 

マイルス・リード氏の予想「ファノ三様体の
反標準線形系はデュバル特異点しか持たな
い元を含む」の解決を第一目標とし、そのた
めに、この予想が成り立つための自然な根拠
を与えるようなファノ多様体のよい記述法
を探している。 

 

２．研究の進捗状況 

研究計画の概要で述べたリード予想「ファノ
三様体の反標準線形系はデュバル特異点し
か持たない元を含む」の解決を目指して研究
を進めている。それに直結した結果はいくつ
かのファノ三様体の代数群の半等質多様体
を用いた記述の発見である。これ自体、すで
に応用があり、例えば、新しいピカール数１
のカラビヤウ三様体の例がたくさん構成で
きる。また、その記述法の発見の過程で次の
二つの重要な副産物を得た。一つは、イタリ
アのウーディネ大学のフランチェスコ・ズッ
コーニ准教授との共同研究で、曲線とその上
の半標準類の対のモジュライ空間について
の一連の研究である。著しい結果として、種
数４の場合にそのモジュライ空間が有理多
様体であることを証明した。これは古典代数
幾何の重要な問題の解決である。その手法は
従来予想された方法とは異なり、次数５のデ
ルペッツオ三様体という特別なファノ三様
体の上の有理曲線族を詳細に調べるという
ものである。この研究のきっかけは、種数８
の特異ファノ多様体の記述法を求める研究
であった。もう一つの副産物は、東京大学数
理科学研究科の細野忍准教授との共同研究
で、ある半等質多様体の対を切断して得られ
るカラビヤウ三様体の対の研究である。その
上の曲線の数え上げ問題という物理的にも

興味深い問題についての結果を得、また、そ
のカラビヤウ三様体の対が同値な導来圏を
持つことを証明した。最後に述べた結果は半
等質多様体の双対性の一端ととらえられる。
この研究を契機に、すでに得られているファ
ノ三様体の記述に出てくる半等質多様体に
ついてもその双対性を調べることがリード
予想の解決にとって重要であると認識した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

数学の研究はある指導原理に向かって研究
しているうちに様々な有益な結果がもたら
されることが多い。研究の進捗状況で述べた
2 つの結果は当該研究者にとっての指導原理、
リード予想によって生まれたものであり十
分な成果である。 

 
４．今後の研究の推進方策 
研究の進捗状況で述べた半等質多様体の双
対性を 22 年度までに得たファノ三様体の記
述に現れる半等質多様体についても見出す。
それによって、ファノ三様体の記述に必要な
半等質多様体の満たすべき性質を浮き彫り
にする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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